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し
た
が
、
当
該
議
決
が
同
法
第
２
３
７

条
第
２
項
の
議
決
（
適
正
な
対
価
な
し

に
す
る
譲
渡
の
議
決
）
に
は
該
当
し
な

い
と
し
た
原
審
判
決
に
対
し
、（
１
）

当
該
譲
渡
等
が
適
正
な
対
価
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
普
通
地
方
公
共
団
体

の
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
を
可
決
す

る
議
決
が
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
当
該
譲
渡
等
の
対
価
に
加
え
て
そ

れ
が
適
正
で
あ
る
か
否
か
を
判
定
す
る

た
め
に
参
照
す
べ
き
価
格
が
提
示
さ

れ
、
両
者
の
間
に
大
き
な
乖
離
が
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
当
該
譲
渡
等
を
行

う
必
要
性
と
妥
当
性
に
つ
い
て
審
議
が

な
さ
れ
た
上
で
こ
れ
を
認
め
る
議
決
が

さ
れ
る
な
ど
、審
議
の
実
態
に
即
し
て
、

当
該
譲
渡
等
が
適
正
な
対
価
に
よ
ら
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
審

議
が
さ
れ
た
上
こ
れ
を
認
め
る
趣
旨
の

議
決
が
さ
れ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
き
は
、
地
方
自
治
法
第
２
３
７

条
第
２
項
の
議
会
の
議
決
が
あ
っ
た
も

の
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、（
２
）
本
件

議
決
に
関
し
て
は
、市
議
会
に
お
い
て
、

本
件
譲
渡
価
格
に
加
え
て
平
成
23
年
鑑

定
評
価
額
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
件
譲

渡
が
適
正
な
対
価
に
よ
ら
ず
さ
れ
た
も
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甲
市
に
お
い
て
、
所
有
す
る
土
地
を

売
却
す
る
に
際
し
、
地
方
自
治
法
第
96

条
第
１
項
第
８
号
（
通
常
価
格
で
の
財

産
の
処
分
等
に
関
す
る
規
定
）
の
規
定

に
基
づ
く
議
案
を
提
出
し
、
議
会
の
議

決
を
得
て
、
土
地
を
売
却
し
た
行
為
を

の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
こ
れ
を
行
う
必

要
性
と
妥
当
性
に
つ
い
て
も
審
議
が
さ

れ
て
お
り
、
審
議
の
実
態
に
即
し
て
、

本
件
譲
渡
が
適
正
な
対
価
に
よ
ら
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
審
議

が
な
さ
れ
た
上
で
こ
れ
を
行
う
こ
と
を

認
め
る
趣
旨
で
さ
れ
た
も
の
と
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
本
件
譲
渡
議

決
を
も
っ
て
、
地
方
自
治
法
第
２
３
７

条
第
２
項
の
議
会
の
議
決
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
、（
３
）
２
回
の
一

般
競
争
入
札
に
付
さ
れ
た
が
申
込
み
は

な
く
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
前

回
の
公
募
で
も
、
大
幅
に
評
価
額
を
下

回
る
応
募
し
か
な
く
そ
の
応
募
も
撤
回

さ
れ
た
等
の
事
実
関
係
に
照
ら
せ
ば
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
本
件
公
募

を
し
、
契
約
相
手
を
選
定
し
た
市
長
に

裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
又
は
濫
用
が

あ
っ
た
と
言
え
な
い
か
ら
、
原
審
判
決

を
破
棄
し
、
住
民
ら
の
請
求
を
棄
却
す

る
と
し
た
事
例
で
あ
る
。
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定
価
格
と
し
て
公
表
し
、
一
般
競
争
入

札
に
付
し
た
が
、
申
込
み
を
し
た
者
は

い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
市
は
、
同
年

11
月
14
日
、
本
件
土
地
に
つ
き
、
予
定

価
格
を
非
公
表
と
し
、
再
度
一
般
競
争

入
札
に
付
し
た
が
、
申
込
み
を
し
た
者

は
い
な
か
っ
た
。

（
３
）
ア　

大
願
寺
地
区
に
は
、
平

成
25
年
４
月
ま
で
に
小
中
学
校
を
移
転

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
市

議
会
に
お
い
て
は
、
防
犯
や
児
童
生
徒

の
安
全
の
た
め
、
同
地
区
に
小
中
学
校

を
移
転
す
る
ま
で
に
本
件
土
地
が
住
宅

地
と
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
。

イ　

市
は
、
平
成
22
年
秋
、
本
件
土

地
に
つ
い
て
３
回
目
の
売
却
手
続
の
開

始
を
計
画
し
た
が
、
そ
の
際
、
本
件
土

地
の
一
部
に
つ
い
て
で
も
買
受
け
の
応

募
が
あ
れ
ば
売
払
い
が
可
能
と
な
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
応
募
者
か
ら
土
地
利

用
計
画
等
の
事
業
実
施
に
係
る
提
案
を

受
け
、
こ
れ
ら
を
審
査
し
て
事
業
実
施

者
を
選
定
す
る
手
法
で
あ
る
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

市
は
、
同
年
９
月
17
日
、
市
が
市
議

会
の
重
要
議
題
に
つ
い
て
全
議
員
に
対

し
て
議
題
の
説
明
を
行
う
会
議
で
あ
る

議
員
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
大
願
寺

地
区
に
移
転
す
る
小
中
学
校
の
配
置
計

画
を
説
明
し
た
ほ
か
、
本
件
土
地
の
売

払
い
に
つ
い
て
、
前
回
の
入
札
時
と
異

な
り
、
一
括
で
は
な
く
４
万
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
を
購
入
す
る
と
い
う
条
件
で

購
入
を
希
望
す
る
面
積
及
び
価
格
の
提

示
を
受
け
る
こ
と
、
予
定
価
格
は
非
公

表
と
す
る
こ
と
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
っ
て
相
手
方
を
選
定
す
る
方
針
で

あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ウ　

市
不
動
産
評
価
審
議
会
は
、
平

成
22
年
９
月
、
本
件
土
地
の
現
在
の
価

格
と
し
て
、
そ
の
評
価
額
を
４
万
平
方

メ
ー
ト
ル
に
つ
き
５
億
０
５
６
６
万
円

と
し
た
。

市
は
、
同
月
30
日
、
本
件
土
地
に
つ

い
て
、
予
定
価
格
を
非
公
表
と
し
て
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
事
業
実
施

者
を
公
募
し
、
同
年
10
月
18
日
、
本
件

土
地
が
大
規
模
で
あ
り
近
隣
に
類
似
す

る
適
切
な
取
引
事
例
が
存
在
し
な
い
と

し
て
取
引
事
例
比
較
法
に
よ
る
比
準
価

格
を
採
用
せ
ず
、
事
業
実
施
者
が
本
件

土
地
の
造
成
及
び
販
売
に
要
す
る
期
間

を
考
慮
し
て
５
年
後
の
価
格
を
予
測
す

請
求
を
す
る
こ
と
等
を
求
め
る
住
民
訴

訟
で
あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
市
は
、
平
成
３
年
、
市
の
財

産
で
あ
る
、
市
内
の
大
願
寺
地
区
に
所

在
す
る
原
判
決
別
紙
物
件
目
録
記
載
の

土
地
（
面
積
６
万
２
０
０
０
・
43
平
方

メ
ー
ト
ル
。
以
下
「
本
件
土
地
」
と
い

う
。）
か
ら
大
竹
港
埋
立
て
の
土
砂
を

採
取
し
、
跡
地
を
住
宅
団
地
と
す
る
計

画
を
立
て
た
。

市
は
、
平
成
10
年
12
月
、
本
件
土
地

の
宅
地
造
成
事
業
を
開
始
し
た
が
、
同

15
年
、
需
要
が
少
な
い
と
の
理
由
か
ら

上
記
事
業
を
断
念
し
た
。
ま
た
、市
は
、

平
成
17
年
、
本
件
土
地
を
工
業
用
地
に

転
換
す
る
事
業
計
画
を
立
て
た
が
、
そ

の
事
業
も
実
現
し
な
か
っ
た
。

市
は
、
平
成
20
年
２
月
、
学
校
を
統

合
し
て
大
願
寺
地
区
に
移
転
し
、
本
件
土

地
を
住
宅
地
と
す
る
計
画
を
表
明
し
た
。

（
２
）
市
は
、
本
件
土
地
を
売
り
払

う
こ
と
と
し
、
平
成
20
年
10
月
17
日
、

本
件
土
地
に
つ
き
、
不
動
産
鑑
定
士
に

よ
る
同
月
１
日
時
点
の
鑑
定
評
価
額
と

同
額
で
あ
る
10
億
５
４
０
０
万
円
を
予

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

原
判
決
中
上
告
人
敗
訴
部
分
を
破
棄

す
る
。

前
項
の
部
分
に
つ
き
、
被
上
告
人
ら

の
控
訴
を
棄
却
す
る
。

控
訴
費
用
及
び
上
告
費
用
は
被
上
告

人
ら
の
負
担
と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
山
本
英
雄
ほ
か
及
び
同

緒
方
俊
平
ほ
か
の
各
上
告
受
理
申
立
て

理
由
（
た
だ
し
、
排
除
さ
れ
た
も
の
を

除
く
。）
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、大
竹
市
（
以
下
「
市
」

と
い
う
。）
に
よ
る
市
の
土
地
の
譲
渡

に
つ
き
、
市
の
住
民
で
あ
る
被
上
告
人

ら
が
、
当
該
譲
渡
は
地
方
自
治
法

２
３
７
条
２
項
に
い
う
適
正
な
対
価
な

く
し
て
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同

項
の
議
会
の
議
決
に
よ
る
も
の
で
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
違
法
で
あ
る
と
し
て
、

同
法
２
４
２
条
の
２
第
１
項
４
号
に
基

づ
き
、
上
告
人
を
相
手
に
、
当
時
市
長

の
職
に
あ
っ
た
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
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る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
予
定
価
格
を

４
億
５
６
５
７
万
１
１
６
６
円
（
４
万

平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
２
億
９
４
５
８
万

円
）
と
定
め
た
。

エ　

平
成
22
年
10
月
26
日
、
上
記
ウ

の
公
募
に
対
し
て
１
社
か
ら
応
募
が
あ
っ

た
が
、
購
入
を
希
望
す
る
面
積
は
４
万
平

方
メ
ー
ト
ル
、
価
格
は
２
億
５
８
０
０
万

円
で
あ
り
、
予
定
価
格
を
約
12
・
４
％

下
回
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
、
本
件
土
地

か
ら
約
２
０
０
ｍ
の
距
離
に
あ
る
大
手

企
業
の
社
宅
跡
地
が
売
却
さ
れ
、
宅
地

化
さ
れ
る
と
い
う
報
道
が
あ
り
、
上
記

応
募
を
し
た
会
社
は
、同
年
11
月
24
日
、

上
記
応
募
を
撤
回
し
た
。

（
４
）
ア　

市
は
、
本
件
土
地
に
つ

い
て
４
回
目
の
売
却
手
続
を
行
う
こ
と

と
し
、
不
動
産
鑑
定
士
に
対
し
て
本
件

土
地
の
鑑
定
評
価
を
依
頼
し
、
平
成
23

年
10
月
１
日
時
点
の
鑑
定
評
価
額
を

７
億
１
３
０
０
万
円
と
す
る
鑑
定
書
の

提
出
を
受
け
た
（
以
下
、
こ
の
鑑
定
評

価
額
を
「
平
成
23
年
鑑
定
評
価
額
」
と

い
う
。）。
市
不
動
産
評
価
審
議
会
は
、

同
年
11
月
４
日
、
本
件
土
地
の
評
価
額

を
同
額
と
し
た
。
そ
し
て
、
市
は
、
同

月
８
日
、議
員
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得

又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
39
年

大
竹
市
条
例
第
19
号
。
以
下
「
本
件
条

例
」
と
い
う
。）
３
条
の
規
定
に
よ
る

市
議
会
の
議
決
を
得
る
こ
と
を
停
止
条

件
と
し
て
、
本
件
土
地
全
体
を

３
億
５
０
０
０
万
円
（
以
下
「
本
件
譲

渡
価
格
」
と
い
う
。）
で
譲
渡
す
る
旨

の
土
地
売
買
仮
契
約
（
以
下
「
本
件
仮

契
約
」
と
い
い
、
こ
れ
に
よ
る
本
件
土

地
の
譲
渡
を
「
本
件
譲
渡
」
と
い
う
。）

を
締
結
し
た
。

（
５
）
ア　

市
は
、
平
成
23
年
12
月
８

日
、
議
員
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
市

大
願
寺
地
区
造
成
土
地
売
払
い
事
業
の

事
業
実
施
者
に
エ
ポ
ッ
ク
ワ
ン
ら
を
選
定

し
、
本
件
土
地
全
体
を
３
億
５
０
０
０
万

円
で
売
却
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
た
。
そ
の
際
、
市
は
、
本
件
土
地

を
売
り
渡
す
必
要
性
と
、
本
件
予
定
価

格
が
数
年
後
の
地
価
を
想
定
し
て
決
定

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

イ　

市
は
、
本
件
譲
渡
価
格
が
地
方

自
治
法
96
条
１
項
６
号
に
い
う
適
正
な

対
価
の
範
囲
内
で
あ
る
と
い
う
認
識
の

下
に
、
平
成
23
年
12
月
12
日
、
同
項
８

号
の
委
任
を
受
け
た
本
件
条
例
３
条
に

本
件
土
地
に
つ
き
４
回
目
の
売
却
手
続

を
行
う
こ
と
を
説
明
し
た
。

イ　

市
は
、
平
成
23
年
11
月
９
日
、

本
件
土
地
に
つ
い
て
、
売
払
い
最
低
面

積
を
４
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
予
定
価
格

を
非
公
表
と
し
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
事
業
実
施
者
を
公
募
し
、
同

月
18
日
、
本
件
土
地
全
体
の
予
定
価
格

を
、
前
記
（
３
）
ウ
の
公
募
の
際
と
お

お
む
ね
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
市
不
動

産
評
価
審
議
会
の
評
価
額
よ
り
低
い

３
億
３
７
７
７
万
８
３
４
２
円
（
以
下

「
本
件
予
定
価
格
」
と
い
う
。）
と
定
め

た
（
以
下
、こ
の
公
募
を
「
本
件
公
募
」

と
い
う
。）。

ウ　

エ
ポ
ッ
ク
ワ
ン
有
限
会
社
及
び

ア
オ
イ
不
動
産
有
限
会
社
（
以
下
「
エ

ポ
ッ
ク
ワ
ン
ら
」
と
い
う
。）
は
、
平

成
23
年
11
月
25
日
、
共
同
で
、
本
件
土

地
全
体
を
３
億
５
０
０
０
万
円
で
買
受

け
、
宅
地
及
び
施
設
用
地
と
す
る
と
い

う
内
容
で
本
件
公
募
に
応
募
し
た
。
他

に
応
募
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
。

エ　

市
長
で
あ
っ
た
Ａ
（
以
下
「
Ａ

市
長
」
と
い
う
。）
は
、
平
成
23
年
12

月
５
日
、
市
を
代
表
し
て
、
エ
ポ
ッ
ク

ワ
ン
ら
と
の
間
で
、
大
竹
市
議
会
の
議

基
づ
き
、
本
件
土
地
を
エ
ポ
ッ
ク
ワ
ン

ら
に
対
し
３
億
５
０
０
０
万
円
で
売
り

払
う
旨
の
議
案
（
以
下
「
本
件
議
案
」

と
い
う
。）
を
市
議
会
に
提
出
し
、
市

議
会
は
、
生
活
環
境
委
員
会
に
審
議
を

付
託
し
た
。

市
は
、
同
日
、
生
活
環
境
委
員
会
に

お
い
て
、
本
件
土
地
の
鑑
定
評
価
額
が

７
億
円
で
あ
る
こ
と
、
本
件
予
定
価
格

が
３
億
３
７
７
７
万
８
３
４
２
円
で
あ

る
こ
と
を
説
明
し
、
同
委
員
会
は
、
本

件
議
案
を
可
決
す
る
議
決
を
し
た
。

ウ　

市
議
会
は
、
平
成
23
年
12
月
15

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
生
活
環
境
委

員
会
の
審
査
報
告
を
基
に
、
質
疑
及
び

討
論
を
行
い
、
本
件
議
案
を
可
決
す
る

議
決
（
以
下
「
本
件
譲
渡
議
決
」
と
い

う
。）
を
し
た
。

上
記
本
会
議
に
お
い
て
、
出
席
し
た

議
員
か
ら
は
、
本
件
土
地
の
鑑
定
評
価

額
は
１
坪
当
た
り
約
３
万
８
０
０
０
円

で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
譲
渡
価
格
で
は

１
坪
当
た
り
約
１
万
８
０
０
０
円
で
売

却
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
の
発
言
が

あ
っ
た
。

（
６
）
市
議
会
は
、
平
成
24
年
10
月

４
日
、
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
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平
成
23
年
度
土
地
造
成
特
別
会
計
決
算

（
以
下
「
本
件
決
算
」
と
い
う
。）
の
審

議
に
お
い
て
、本
件
譲
渡
に
関
し
、〔
１
〕

本
件
土
地
の
適
正
な
対
価
は
平
成
23
年

鑑
定
評
価
額
で
あ
る
か
否
か
、〔
２
〕

本
件
譲
渡
が
適
正
な
対
価
な
く
し
て
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
議
会
の
議
決

が
あ
っ
た
か
否
か
等
に
つ
い
て
質
疑
及

び
討
論
を
行
っ
た
。

決
算
特
別
委
員
会
は
、
本
件
決
算
を

不
認
定
と
す
る
議
決
を
し
た
も
の
の
、

市
議
会
は
、
平
成
24
年
12
月
14
日
、
本

会
議
に
お
い
て
、
本
件
譲
渡
に
よ
る
収

入
３
億
５
０
０
０
万
円
を
含
め
、
本
件

決
算
を
賛
成
多
数
に
よ
り
認
定
す
る
議

決（
以
下「
本
件
決
算
議
決
」と
い
う
。）

を
し
た
。

３　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の

下
に
お
い
て
、
本
件
譲
渡
は
適
正
な
対

価
な
く
し
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し

た
上
、
地
方
自
治
法
２
３
７
条
２
項
の

議
会
の
議
決
の
有
無
に
つ
い
て
要
旨
次

の
と
お
り
判
断
し
て
、
Ａ
市
長
に
対
す

る
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
を
求
め

る
被
上
告
人
ら
の
請
求
の
う
ち
本
件
土

地
の
適
正
な
対
価
の
下
限
で
あ
る
と
い
う

金
額
４
億
９
９
１
０
万
円
と
本
件
譲
渡

条
２
項
の
議
会
の
議
決
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、本
件
決
算
議
決
に
つ
い
て
も
、

本
件
譲
渡
が
適
正
な
対
価
に
よ
ら
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
審
議

が
さ
れ
た
上
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
認
め

る
趣
旨
の
議
決
が
事
後
に
行
わ
れ
た
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
地
方
自
治
法
２
３
７
条
２
項

は
、
条
例
又
は
議
会
の
議
決
に
よ
る
場

合
で
な
け
れ
ば
、
普
通
地
方
公
共
団
体

の
財
産
を
適
正
な
対
価
な
く
し
て
譲
渡

し
、
又
は
貸
し
付
け
て
は
な
ら
な
い
旨

規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
項
の
趣
旨

は
、
適
正
な
対
価
に
よ
ら
ず
に
普
通
地

方
公
共
団
体
の
財
産
の
譲
渡
又
は
貸
付

け
（
以
下
「
譲
渡
等
」
と
い
う
。）
が

さ
れ
る
と
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体

に
多
大
の
損
失
が
生
ず
る
お
そ
れ
や
特

定
の
者
の
利
益
の
た
め
に
財
政
の
運
営

が
ゆ
が
め
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
条
例
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
は
、
適

正
な
対
価
に
よ
ら
ず
に
財
産
の
譲
渡
等

を
行
う
必
要
性
と
妥
当
性
を
議
会
に
お

い
て
審
議
さ
せ
、
当
該
譲
渡
等
を
行
う

か
ど
う
か
を
議
会
の
判
断
に
委
ね
る
こ

と
と
し
た
点
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ

う
す
る
と
、
同
項
の
議
会
の
議
決
が

あ
っ
た
と
い
う
た
め
に
は
、
財
産
の
譲

渡
等
が
適
正
な
対
価
に
よ
ら
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
審
議
が
さ

れ
た
上
当
該
譲
渡
等
を
行
う
こ
と
を
認

め
る
趣
旨
の
議
決
が
さ
れ
た
こ
と
を
要

す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
最
高
裁
平

成
15
年
（
行
ヒ
）
第
２
３
１
号
同
17
年

11
月
17
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
裁
判
集

民
事
２
１
８
号
４
５
９
頁
参
照
）。も
っ

と
も
、
当
該
譲
渡
等
が
適
正
な
対
価
に

よ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
評
価
に
関

わ
る
事
項
で
あ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
る

こ
と
も
あ
り
得
る
と
こ
ろ
、
当
該
譲
渡

等
が
適
正
な
対
価
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
し
て
議
案
が
提
出
さ
れ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
議
会
に
お
い
て
、
こ
れ
が

適
正
な
対
価
に
よ
ら
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
審
議
し
た
上
こ
れ

を
認
め
る
趣
旨
で
当
該
議
案
を
可
決
す

る
こ
と
に
制
約
が
存
す
る
も
の
で
は
な

い
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
提
出
さ
れ
た
議

案
を
可
決
す
る
議
決
で
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
、
直
ち
に
同
項
の
議
会
の
議
決

価
格
と
の
差
額
で
あ
る
１
億
４
９
１
０
万

円
に
相
当
す
る
部
分
を
認
容
し
た
。

本
件
議
案
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
に

お
い
て
、
本
件
譲
渡
価
格
が
平
成
23
年

鑑
定
評
価
額
よ
り
も
低
額
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
上
で
審
議
が
さ
れ
、
こ
れ

を
可
決
す
る
本
件
譲
渡
議
決
が
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、本
件
議
案
が
、

地
方
自
治
法
96
条
１
項
６
号
で
は
な

く
、
同
項
８
号
の
委
任
を
受
け
た
本
件

条
例
３
条
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
、
可

決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

本
会
議
や
生
活
環
境
委
員
会
に
お
け
る

審
議
の
内
容
を
み
て
も
、
平
成
23
年
鑑

定
評
価
額
が
適
正
な
対
価
で
あ
る
こ
と

や
、
本
件
譲
渡
価
格
が
適
正
な
対
価
を

下
回
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
譲
渡
の
必

要
性
及
び
相
当
性
に
関
す
る
討
議
が
さ

れ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
せ
い
ぜ
い
代

金
額
を
含
め
た
本
件
譲
渡
の
妥
当
性
に

つ
い
て
の
議
論
が
さ
れ
た
に
と
ど
ま

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
譲
渡
議
決
に

つ
き
、
本
件
譲
渡
が
適
正
な
対
価
に
よ

ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
審
議
が
さ
れ
た
上
こ
れ
を
行
う
こ
と

を
認
め
る
趣
旨
の
議
決
が
さ
れ
た
と
評

価
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
同
法
２
３
７
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で
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

ま
た
、
当
該
譲
渡
等
が
適
正
な
対
価
に

よ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
旨
の
議
会
の
認

識
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
さ
れ
た
議
決

で
な
け
れ
ば
、
同
項
の
議
会
の
議
決
で

な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
同
項
の
趣

旨
に
鑑
み
る
と
、
当
該
譲
渡
等
が
適
正

な
対
価
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
普

通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
を
可
決
す
る
議
決
が
さ
れ
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
譲
渡
等
の
対
価

に
加
え
て
そ
れ
が
適
正
で
あ
る
か
否
か

を
判
定
す
る
た
め
に
参
照
す
べ
き
価
格

が
提
示
さ
れ
、
両
者
の
間
に
大
き
な
か

い
離
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
当
該

譲
渡
等
を
行
う
必
要
性
と
妥
当
性
に
つ

い
て
審
議
が
さ
れ
た
上
で
こ
れ
を
認
め

る
議
決
が
さ
れ
る
な
ど
、
審
議
の
実
態

に
即
し
て
、
当
該
譲
渡
等
が
適
正
な
対

価
に
よ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
審
議
が
さ
れ
た
上
こ
れ
を
認

め
る
趣
旨
の
議
決
が
さ
れ
た
と
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
同
項
の
議

会
の
議
決
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

（
２
）
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る

宅
地
と
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
旨
の

意
見
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
本
件
土
地
に

つ
い
て
は
、
２
回
一
般
競
争
入
札
に
付

さ
れ
た
が
申
込
み
は
な
く
、
そ
の
後
に

実
施
さ
れ
た
公
募
に
お
い
て
は
大
幅
に

減
額
さ
れ
た
予
定
価
格
を
下
回
る
応
募

し
か
な
か
っ
た
上
、
そ
の
応
募
も
撤
回

さ
れ
た
の
で
あ
り
、
更
に
そ
の
後
、
本

件
公
募
に
よ
り
エ
ポ
ッ
ク
ワ
ン
ら
が
事

業
実
施
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
と
い
う

経
緯
を
経
て
本
件
仮
契
約
の
締
結
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

市
議
会
に
お
い
て
は
、
本
件
土
地
を
譲

渡
し
て
住
宅
地
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
容
易
に
本
件
土
地

を
売
り
払
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
経
緯
を
踏
ま
え
て
本
件
議
案
の
審

議
が
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
本
件
譲
渡
が
適
正
な
対
価
に
よ
ら

ず
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も

こ
れ
を
行
う
必
要
性
や
妥
当
性
に
係
る

事
情
が
審
議
に
表
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

本
件
譲
渡
議
決
に
係
る
審
議
の
実
態

が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
本
件
決
算
を
認
定
す
る
本
件
決
算

議
決
が
さ
れ
た
こ
と
に
照
ら
し
て
も
明

と
、
前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、
市

議
会
は
、
本
件
譲
渡
が
適
正
な
対
価
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
提
出
さ
れ
た

本
件
議
案
に
つ
い
て
、
生
活
環
境
委
員

会
に
お
い
て
、
本
件
土
地
の
鑑
定
評
価

額
が
７
億
円
で
あ
る
こ
と
や
、
本
件
予

定
価
格
が
３
億
３
７
７
７
万
８
３
４
２

円
で
あ
る
こ
と
の
説
明
を
受
け
、
本
会

議
に
お
い
て
、
議
員
か
ら
平
成
23
年
鑑

定
評
価
額
と
本
件
譲
渡
価
格
と
で
は
坪

単
価
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す

る
趣
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
上
で
、
本
件

譲
渡
議
決
を
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
市
議
会
は
、
本
件
議
案

に
つ
い
て
、
相
応
の
根
拠
を
有
す
る
平

成
23
年
鑑
定
評
価
額
と
本
件
譲
渡
価
格

と
の
間
に
大
き
な
か
い
離
が
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
審
議
し
、
こ
れ
を
可
決
す

る
議
決
を
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

さ
ら
に
、
市
は
、
学
校
を
統
合
し
て

大
願
寺
地
区
に
移
転
し
、
同
地
区
に
所

在
す
る
本
件
土
地
を
住
宅
地
と
す
る
計

画
を
表
明
し
て
お
り
、
市
議
会
に
お
い

て
は
、
防
犯
や
児
童
生
徒
の
安
全
の
た

め
、
同
地
区
に
小
中
学
校
が
移
転
す
る

平
成
25
年
４
月
ま
で
に
本
件
土
地
が
住

ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
す
れ

ば
、
本
件
譲
渡
議
決
に
関
し
て
は
、
市

議
会
に
お
い
て
、
本
件
譲
渡
価
格
に
加

え
て
平
成
23
年
鑑
定
評
価
額
を
踏
ま
え

た
上
で
、
本
件
譲
渡
が
適
正
な
対
価
に

よ
ら
ず
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し

て
も
こ
れ
を
行
う
必
要
性
と
妥
当
性
に

つ
い
て
も
審
議
が
さ
れ
て
お
り
、
審
議

の
実
態
に
即
し
て
、
本
件
譲
渡
が
適
正

な
対
価
に
よ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
審
議
が
さ
れ
た
上
こ
れ

を
行
う
こ
と
を
認
め
る
趣
旨
で
さ
れ
た

も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
、
本
件
譲
渡
議
決
を
も
っ
て
、
地
方

自
治
法
２
３
７
条
２
項
の
議
会
の
議
決

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
そ
し
て
、
本
件
譲
渡
の
方
式

等
に
つ
い
て
み
て
も
、
前
記
事
実
関
係

等
に
照
ら
せ
ば
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
本
件
公
募
を
し
、
エ
ポ
ッ
ク
ワ

ン
ら
を
選
定
し
た
経
緯
等
に
関
し
、
Ａ

市
長
が
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
又
は

こ
れ
を
濫
用
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
事
情
は
存
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
譲
渡
に
財
務
会

計
法
規
上
の
義
務
に
違
反
す
る
違
法
は
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な
く
、
Ａ
市
長
は
、
本
件
譲
渡
に
関
し

て
、
市
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
負

わ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

５　

以
上
と
異
な
る
原
審
の
前
記
判

断
に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論

旨
は
こ
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し
て
理

由
が
あ
り
、
原
判
決
中
上
告
人
敗
訴
部

分
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。
そ
し
て
、
以

上
に
説
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
上

記
部
分
に
関
す
る
被
上
告
人
ら
の
請
求

は
理
由
が
な
く
、
こ
れ
を
棄
却
し
た
第

１
審
判
決
は
相
当
で
あ
る
か
ら
、
上
記

部
分
に
つ
き
、
被
上
告
人
ら
の
控
訴
を

棄
却
す
る
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。
な
お
、

裁
判
官
山
崎
敏
充
、
同
宮
崎
裕
子
の
各

補
足
意
見
が
あ
る
。

裁
判
官
山
崎
敏
充
の
補
足
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
本
件
譲
渡
に
つ
い
て
地
方
自

治
法
２
３
７
条
２
項
の
議
決
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
法
廷
意

見
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
件

の
事
実
関
係
に
照
ら
し
、
そ
も
そ
も
本

件
譲
渡
が
適
正
な
対
価
な
く
し
て
さ
れ

回
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
応
募

は
そ
の
後
近
隣
の
大
手
企
業
の
社
宅
跡

地
の
売
出
し
の
報
道
が
さ
れ
た
後
に
撤
回

さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
結
果
を
受
け
て
更
に
平
成
23
年
11
月

に
至
っ
て
４
回
目
の
売
却
が
試
み
ら
れ
、

そ
の
際
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
平
成

23
年
鑑
定
評
価
額
が
７
億
１
３
０
０
万

円
で
あ
っ
た
も
の
の
、
予
定
価
格
（
非

公
表
）
を
３
億
３
７
７
７
万
８
３
４
２

円
と
定
め
て
前
回
同
様
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
よ
る
本
件
公
募
が
行
わ
れ
、

応
募
価
格
３
億
５
０
０
０
万
円
を
も
っ

て
唯
一
公
募
に
応
じ
た
エ
ポ
ッ
ク
ワ
ン

ら
に
対
し
、
同
価
格
を
も
っ
て
本
件
譲

渡
が
行
わ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

実
際
に
行
わ
れ
た
以
上
の
よ
う
な
売

却
の
経
過
と
状
況
に
鑑
み
る
と
、
上
記

３
回
目
の
売
却
手
続
が
実
施
さ
れ
て
か

ら
１
年
程
度
経
過
し
た
に
す
ぎ
ず
、
そ

の
間
に
不
動
産
市
況
が
大
き
く
変
化
し

た
よ
う
な
事
情
も
認
め
ら
れ
な
い
本
件

譲
渡
の
時
点
に
お
い
て
は
、
平
成
23
年

鑑
定
評
価
額
７
億
１
３
０
０
万
円
あ
る

い
は
こ
れ
に
近
似
す
る
価
格
を
も
っ
て

本
件
土
地
の
売
却
が
可
能
で
あ
っ
た
と

い
う
に
は
大
き
な
疑
問
が
あ
り
、現
に
、

本
件
公
募
に
対
し
て
は
応
募
価
格

３
億
５
０
０
０
万
円
を
も
っ
て
エ
ポ
ッ

ク
ワ
ン
ら
が
唯
一
応
募
し
た
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
上
記
鑑
定
評
価
額
は
、

現
実
に
４
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た

売
却
手
続
の
状
況
か
ら
う
か
が
え
る
本

件
土
地
を
め
ぐ
る
不
動
産
市
況
の
現

況
、
特
に
具
体
的
な
立
地
条
件
を
踏
ま

え
た
本
件
の
よ
う
な
大
規
模
土
地
の
需

要
の
状
況
、
宅
地
造
成
と
そ
の
分
譲
販

売
と
い
う
事
業
が
抱
え
る
リ
ス
ク
な
ど

が
的
確
に
反
映
さ
れ
た
も
の
か
疑
問
を

挟
む
余
地
が
あ
り
、
そ
れ
が
不
動
産
鑑

定
評
価
基
準
に
則
っ
て
算
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
過
程
に
特
段
の
不
合

理
な
点
が
指
摘
で
き
な
い
と
し
て
も
、

上
記
の
諸
点
を
十
分
に
考
慮
に
入
れ
た

別
異
の
評
価
も
あ
り
得
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
本
件
公
募
に

際
し
て
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
は
、
市

の
担
当
部
局
に
お
い
て
、
鑑
定
評
価
額

を
参
照
し
つ
つ
、
本
件
土
地
が
大
規
模

で
あ
る
こ
と
か
ら
取
引
事
例
比
較
法
に

よ
る
比
準
価
格
を
採
用
せ
ず
、
ま
た
、

事
業
実
施
者
の
本
件
土
地
の
造
成
及
び

販
売
に
要
す
る
期
間
を
考
慮
し
て
５
年

後
の
価
格
を
予
測
す
る
こ
と
と
し
て
算

た
と
い
え
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
い

さ
さ
か
疑
問
を
感
じ
る
の
で
、
若
干
の

意
見
を
付
加
し
て
お
き
た
い
。

本
件
譲
渡
に
至
っ
た
経
過
を
み
る
と
、

市
は
、
本
件
土
地
を
対
象
と
し
た
宅
地

造
成
事
業
等
の
計
画
が
頓
挫
し
た
後
、

こ
の
地
区
に
学
校
を
統
合
移
転
し
、
本

件
土
地
を
住
宅
地
と
す
る
計
画
を
表
明

し
て
、
そ
の
売
却
を
試
み
た
が
、
２
度

に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
一
般
競
争
入
札
に

よ
る
売
却
が
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
結
果

を
踏
ま
え
、
平
成
22
年
10
月
に
行
わ
れ

た
３
回
目
の
売
却
に
際
し
、
本
件
土
地

の
住
宅
地
造
成
と
販
売
の
事
業
実
施
者

を
公
募
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採

用
す
る
こ
と
と
し
、
最
低
売
却
面
積
を

４
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
し
、
市
の
不
動

産
評
価
審
議
会
に
よ
る
評
価
額
が
４
万

平
方
メ
ー
ト
ル
で
５
億
０
５
６
６
万
円

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
予
定
価
格

（
非
公
表
）
を
本
件
土
地
全
体
で
４
億 

５
６
５
７
万
余
円
（
４
万
平
方
メ
ー
ト

ル
に
つ
き
２
億
９
４
５
８
万
円
）
と
定

め
て
公
募
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
１
社

が
応
募
し
た
も
の
の
、
そ
の
応
募
価
格
は

４
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
２
億
５
８
０
０
万

円
と
上
記
予
定
価
格
を
約
12
・
４
％
下
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出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
鑑
定
評
価

額
を
大
き
く
下
回
る
も
の
の
、
そ
れ
相

応
の
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
恣
意
的
に

定
め
ら
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
し
、

そ
の
価
格
水
準
に
お
い
て
も
、
３
回
目

の
売
却
手
続
に
お
け
る
唯
一
の
応
募
で

そ
の
後
撤
回
さ
れ
た
応
募
者
の
提
示
し

た
応
募
価
格
と
対
比
し
て
、
低
廉
に
す

ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し

て
、
本
件
譲
渡
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
る
公
募
で
競
争
性
の
あ
る
手
続
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
過
程

に
お
い
て
競
争
が
実
質
的
に
制
限
さ
れ

て
い
た
と
か
手
続
の
公
正
が
人
為
的
に

歪
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
事
情
は
う
か

が
え
な
い
こ
と
か
ら
は
、
そ
の
対
価
は

市
場
価
格
を
相
当
程
度
反
映
し
た
も
の

と
い
う
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

以
上
の
点
を
勘
案
す
る
と
、
本
件
譲
渡

に
係
る
対
価
が
平
成
23
年
鑑
定
評
価
額

の
約
50
％
に
と
ど
ま
る
価
格
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
を
適
正
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
疑
問
を
禁

じ
得
な
い
。

以
上
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
譲
渡
が

適
正
な
対
価
な
く
し
て
さ
れ
た
と
い
う

点
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で

れ
る
も
の
の
、
そ
の
こ
と
と
公
募
で
競

争
性
の
あ
る
手
続
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

不
動
産
売
却
に
お
け
る
対
価
の
適
正
性

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
考
え
る
べ
き

点
が
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
件
の

事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、
本
件
譲

渡
価
格
が
平
成
23
年
鑑
定
評
価
額
の
約

50
％
に
と
ど
ま
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を

適
正
な
も
の
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
は
、
私
も
山
崎
裁
判
官
と
同
様
の
疑

問
を
持
つ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
件
に
お

い
て
は
上
記
の
点
を
取
り
上
げ
る
こ
と

は
控
え
る
と
い
う
点
も
含
め
同
裁
判
官

の
補
足
意
見
に
同
調
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

山
崎
敏
充　

裁

判
官　

岡
部
喜
代
子　

裁
判
官　

戸
倉

三
郎　

裁
判
官　

林
景
一　

裁
判
官　

宮
崎
裕
子
）

あ
る
が
、
そ
の
旨
の
原
審
判
断
を
誤
り

と
断
ず
る
に
は
、
不
動
産
鑑
定
評
価
の

妥
当
性
や
鑑
定
評
価
額
と
時
価
と
の
関

係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、
ま

た
、
財
産
の
譲
渡
が
競
争
性
の
あ
る
手

続
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
そ
の
対
価
が
適

正
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
慮
す
る
べ
き
か
な

ど
、
な
お
十
分
な
議
論
と
検
討
を
必
要

と
す
る
事
項
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
冒
頭
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
譲
渡

に
つ
い
て
地
方
自
治
法
２
３
７
条
２
項

の
議
決
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
、
そ
の
理
由
に
よ
っ
て
本
件
譲
渡
に

違
法
は
な
い
と
い
う
結
論
が
導
け
る
の

で
、
本
件
に
お
い
て
は
上
記
の
点
を
取

り
上
げ
る
こ
と
は
控
え
、
若
干
の
意
見

を
述
べ
て
他
日
の
議
論
を
期
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

裁
判
官
宮
崎
裕
子
の
補
足
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
も
、
法
廷
意
見
に
賛
同
す
る
も
の

で
あ
る
が
、若
干
の
意
見
を
付
加
す
る
。

不
動
産
の
鑑
定
評
価
額
は
不
動
産
鑑
定

評
価
基
準
に
則
り
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
さ
れ
る
評
価

額
と
し
て
意
味
が
あ
る
こ
と
は
認
め
ら


